
 

 

－31－ 

 

 

１ 都心の空間の持続的成長・強化のための取組 

 

 

都心まちづくりを具体的に推進する上での力点となるまちづくりの戦略とその展開プロ

グラムを定めるとともに、長期的な視点に立ち、都心に起こる様々なまちづくりの機運が

都心の構造の具現化に資する取組になるように適切に誘導することが重要です。 

そこで、都心の構造となる骨格軸、展開軸、交流拠点並びにターゲットエリアといった

主要な要素についてあるべき姿を指針として定めるとともに、その具現化に必要とされる

取組の方向性を骨子として定めるものとします。 

これら骨格構造及びターゲットエリアの取組を相互に連携して進めることで、都心全体

としての回遊性の向上や、にぎわい、活力を象徴する機能・空間の誘導等を図り都心の空

間の持続的成長・強化に繋げていくことが重要です。 

持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 Ⅳ 

図 都心の骨格構造とターゲットエリア 



Ⅳ 持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 
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２ 骨格軸形成・強化の指針 

2.1 駅前通 ～にぎわいの軸～ 

 

 

 

 

 

  

●札幌駅からつながる地上地下の歩行者空間を中心に沿道ビルとの接続を促進し、

四季を通じて快適に移動できる重層的な回遊ネットワークを強化 

●既存インフラを活用し、沿道ビルの開発・更新に併せ、札幌の低炭素型市街地の具

現化に資する都心部エネルギーネットワークを展開  

現
状
と
課
題 

・札幌駅前通地下歩行空間の整備と地上部歩行空間拡充

による歩行者の増加  

・都市再生特別地区（北 3 西 4、北 2 西 4、南 2 西 3

南西地区）における開発を通じた、官民連携による空

間創造の展開  

・すすきの⇔大通間の開通による路面電車ループ化 

・沿道建物の老朽化に伴う建替え動向の顕在化  

・空間形成の連鎖を支える地区特性に応じたビジョンづ

くりの必要性  
 

展
開
指
針 

◎周辺のエリア特性を活かし、都心のにぎわい

と活力を象徴する機能・空間を誘導 

◎歩行者・公共交通を基軸とした回遊の中心軸

にふさわしい機能の強化 

◎札幌駅から中島公園まで、都心南北を貫く軸

を活かすため、軸双方向からの既存資源・都

市的資産の機能・空間の高質化 

取
組
の
骨
子 

象徴的な軸空間の形成  

多様なネットワークの形成  

都心のにぎわい・活力を

象徴する沿道の機能・空

間の再編と、都心強化と

連動する軸双方向の起点

からの高質化 

●札幌の玄関口からつながる目抜き通りとして、北海道・札幌らしいみどりの景観と

活力・にぎわいを感じることができる沿道の街並みを備えた軸空間の形成  

●エリアマネジメント等と連携し、エリア特性に応じた低層部への機能誘導を促進

し、地区個性を強化 

軸双方向からの資源・資産の高質化によるにぎわいの軸の強化 

●札幌の玄関口となる札幌駅交流拠点の広域交流拠点としての高質化 

●札幌開拓のレガシーであり、都心南のゲートとなる中島公園北部の既存資源を活か

した札幌都心らしいにぎわいと豊かな環境を体感できる都市観光・交流の場の強化 

 
※レガシー；過去の遺産 
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2.2 大通 ～はぐくみの軸～ 

 

 

 

 

 

 

  

現
状
と
課
題 

・札幌の開拓期からの都市形成を支えたレガシーとして

の大通公園の存在 

・大通交流拠点地下広場の整備に伴う駅前通との結節点

における公共空間の拡充 

・大通公園の年間を通じた、イベント等札幌の経済振興・

交流の場としての活用 

・レガシーにふさわしい大通公園の次の姿、並びに沿道

を含めた軸としてのビジョンづくりの必要性 

 

展
開
指
針 

取
組
の
骨
子 

骨格軸の強化 

都心東西市街地の連携強化  

●西 11 丁目周辺エリアと創成東地区を結び、駅前通と交差する東西軸として、各エ

リアに固有の歴史・文化・集客資源等への人々の流動を生み出す回遊性の高い移動

空間を強化  

●土地利用更新等を通じたみどりの強化、回遊空間の強化に伴い、創成川以西・以東

の連続性を向上 

●大通公園を中心に南北の両街区とのパブリックスペースや回遊空間、みどりの連続

性を生み出すことによる、レガシーにふさわしい象徴性の強化 

●大通公園及びその沿道周辺を札幌を象徴するレガシーとして、次の時代につなげて

いくための検討 

●大通公園を中心とする「はぐくみの軸」形成に関わるビジョンの検討と、それを踏

まえた地区計画・景観計画重点区域の検討 

 

 

（大通の軸形成のイメージ図） 

札幌のまちを形成する根幹

となる歴史を備える東西軸

として、潤いあるみどりを

中心に、札幌の都市文化・

新たな価値をはぐくむ空間

の創出 

◎沿道の特性に応じたみどりの空間と活

用空間のメリハリのある空間の創出  

◎沿道空間と一体となった中核的なパブ

リックスペースとしての大通の実現 

◎都心東西のエリアをつなぐ、札幌の都市

文化、価値を体感できる空間の創出 

◎創成川以西の賑わいを創成東へ波及さ

せるための連続性のある空間形成 



Ⅳ 持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 
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2.3 創成川通 ～つながりの軸～ 

 

 

 

 

 

 

 

  

現
状
と
課
題 

・創成川通アンダーパス連続化により、都心通過交通の

円滑化が図られたほか、地上部の混雑が緩和 

・アンダーパス連続化に伴う親水緑地空間の整備により

にぎわいを創出  

・都心東西の隔たりを解消し、連続性を高めるための沿

道空間の更新・強化の必要性  

・都心と高速道路間のアクセス機能強化の必要性 

展
開
指
針 

◎広域交通ネットワーク機能の強化 

◎親水緑地空間と連動する沿道空間のオープ

ンスペース等の創出による都心東西市街地

の連続性の強化  

◎狸二条広場の活用による地域活性化の推進 

取
組
の
骨
子 

広域交通ネットワーク機能の強化  

創成川以西・以東の市街地の連続性強化  

広域からの都心アクセス

を支えるとともに、豊かな

環境を活かした市民の交

流・つながりを創出 

●札幌の広域的なネットワークの一翼を担う幹線道路として、都心と高速道路間のア

クセス強化 

●みどりや水辺環境と呼応する良質で落ち着きのある回遊環境の活用  

●骨格軸沿道の機能・空間の強化により人々の流動を生み出し、都心東西市街の分断

要素から、連携軸としての空間的・質的転換を促進 

 

創成川の潤いある空間
の取り込み

みどりのネットワークの拡大

親水空間との連続性の高い、憩
いの場となるオープンスペース
の創出

創成東地区との回遊の連続性向上

狸二条広場の活用による地域活性化の促進  

●狸二条広場の活用を通じて、創成川通周辺、都心東西の連携を促進 



Ⅳ 持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 
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2.4 北 3 条通 ～うけつぎの軸～ 

 

 

 

 

 

  

現
状
と
課
題 

・赤レンガ庁舎やサッポロビール工場跡（現サッポロフ

ァクトリー）、旧永山武四郎邸をはじめとする札幌開拓

の歴史を伝える資源の点在 

・都市再生特別地区における北 3 条広場（アカプラ）の

整備  

・創成川以東における電柱地中化に伴う回遊環境・景観

の向上  

・創成東地区におけるパブリックスペースの丌足  

展
開
指
針 

◎沿道の建替え更新に併せた景観の連続

性、地区の歴史を伝える伝承性の強化  

◎アカプラを起点としたパブリックスペー

スの連鎖を生み出す空間の創出と活用の

促進 

取
組
の
骨
子 

歴史を活かした街並み形成の推進 

北三条広場を起点とする広場空間の連鎖  

札幌発展の歴史・文化を活

かした街並み、空間の形成

とその活用 

●札幌開拓の歴史を伝え、未来に継承する軸として、沿道の歴史資源と一体的な街並

み形成を促進  

●道庁赤レンガから連続し、通りのイメージを象徴する素材の活用、沿道の建替え更

新時への導入を促進し、通りの一体性を強化 

●旧永山武四郎邸、旧三菱鉱業寮、永山記念公園の改修整備に伴うパブリックスペー

スの強化とその活用 

●都心東西を結ぶ軸として、軸上に点在する広場等の資源を活かした活動を展開  

●既存の歴史的資源やイチョウ並木などの特徴的な景観を活かした、市街地再開発等

の動向と連携した滞留空間・交流の創出により、奥行きのある軸空間を形成  



Ⅳ 持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 
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2.5 東 4 丁目線 ～いとなみの軸～ 

 

 

 

 

 

 

  

現
状
と
課
題 

・創成東地区におけるまちづくりの基軸（展開軸）とし

ての東 4 丁目線の位置づけの明確化  

・一部狭小部分やクランクによる歩行空間の脆弱性 

展
開
指
針 

◎まちづくりと連動した道路空間の活用

検討の推進  

◎沿道の活用可能なストックを活かした

生業のみえる空間創出の展開 

取
組
の
骨
子 

都心まちづくりを支える軸の一つとしての空間・機能強化  

まちづくりへの通りの活用  

創成東地区の職・住・遊を

支える多様な機能の複合化

と創成イースト南北の回遊

性の向上を支える通りの形

成 

●創成東地区のコミュニティや来街者の安全安心かつ快適な移動空間を実現 

●通りの課題である線形を解消し、沿道と一体的な街並み形成、機能誘導を図り、創

成東地区まちづくりの基軸に相応しい空間形成を推進  

●歩道空間の多様な活用によりまちの中心軸として、まちづくり活動が表出する街並

み形成を推進  

●エリアマネジメントとの連携から、リノベーション等を通じて地区の魅力を高める

起業環境の形成を図り、営みの見える通りづくりを推進  



Ⅳ 持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 
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３ 交流拠点形成・強化の指針 

3.1 札幌駅交流拠点 

 

 

 

 

 

  

●札幌駅交流拠点のプロジェクトと呼応する連鎖的・段階的な再整備の促進 

●街区整備にあわせたエネルギー・歩行者ネットワークの形成と、周辺エリアとの連

携、接続 

現
状
と
課
題 

・北海道新幹線札幌開業を平成４２年度末に予定 

・関係主体による札幌駅交流拠点再整備構想の検討 

・北 5 西 1 街区や創成川以東など、札幌駅の近傍でありながら低未利用地が残され

ている 

・駅周辺施設や地下施設などの老朽化 

展
開
指
針 

◎道都札幌の玄関口にふさわしい空間形成と

高次都市機能・交通結節機能の強化 

取
組
の
骨
子 

道都札幌の玄関口にふさわしい空間形成と高次都市機能・交通結節機能の強化 

３.１.１札幌駅交流拠点と連携したまちづくりを展開する範囲 

～札幌駅周辺の活力を都心東部へ波及させる、まちづくりの連鎖的展開～ 

札幌・北海道の国際競争

力をけん引し、その活力

を展開させる“起点”の

形成 

●駅前広場や北５西１、北５西２街区の一体的な整備による、札幌のシンボルとなる

拠点の形成 

●国際水準の業務・観光・宿泊・商業等の高次都市機能の集積 

●北海道新幹線札幌開業を見据えた、都心の起点となる一大交通拠点の形成 

●エネルギー供給拠点の整備やみどり豊かな空間の形成等、環境・防災性能に優れた

まちづくりの展開 

●創成川を挟んだ東西市街地の連携を促す空間の形成 

 

取
組
の 

骨
子 



Ⅳ 持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 
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3.2 大通・創世交流拠点 

 

 

 

 

 

  

●観光・交流資源を活かした空間・にぎわいの連鎖・連携  

●創成川東西の市街地の連携強化と創成東へのゲートとなる空間の整備 

●大通公園南北街区の連続性の強化 

現
状
と
課
題 

・時計台やテレビ塔、大通公園、創成川公園等、観光・交流資源の集積 

・官民協働による大通交流拠点まちづくりガイドラインの策定と大通交流拠点を構

成する四つ角街区の建替え・更新の進展 

・大通交流拠点地下広場の整備 

・創世 1.1.1 区北 1 西 1 地区市街地再開発事業の推進 

・創成川通アンダーパス連続化事業と創成川公園の整備 

・創成川を介した東西連携と大通を介した南北の連携の弱さ 

 

展
開
指
針 

◎都心における象徴的な都市文化拠点の創出 

◎札幌の顔となる大通を基軸とした多様な活

動、交流の創出 

◎骨格軸を介した東西・南北市街地の連携・結

びつきの強化 

◎両交流拠点をつなぐ大通を一体的に魅力向

上 

取
組
の
骨
子 

札幌の都市文化を発信・体感する拠点機能の展開 

交流拠点を核とした、人とまちをつなげるネットワークの強化 

質の高い、文化的なライ

フスタイルを支える機

能・空間の形成 

●創世 1.1.1 区北 1 西 1 地区における官民連携プロジェクトや大通西１、西２街区

のあり方検討等を通した札幌の都市文化を発信・体感する拠点機能の形成 



Ⅳ 持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 
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４ エリア特性に応じたまちづくりを進めるための取組 
～都心の多様性を育てるターゲットエリアのまちづくりの促進～ 

 

4.1 都心強化先導エリア  

現
状
と
課
題 

・札幌駅前通地下歩行空間の整備、エネルギーネットワークの展開、都市再生事業

を通じた高水準オフィスの整備など、人と環境に配慮したまちづくりの展開 

・都心まちづくりを象徴する札幌駅交流拠点、大通交流拠点、創世交流拠点の３つ

の交流拠点におけるまちづくりの進展 

・駅前通を中心とした既存オフィスビルの更新・共同化等の推進 

・札幌駅前通まちづくり㈱による駅周辺地区のビジョン作成 

展
開
指
針 

◎国内外からの企業誘致・投資意欲を喚起す

る災害時でもエネルギー供給できる体制の

確立と高水準のオフィス環境の形成 

◎市民、来街者、誰もが安全快適、かつ文化

的に過ごせる成熟都市札幌を象徴する都市

空間と都市機能の形成 

都心まちづくりの目標

を先導的に具現化する

都市空間・都市機能の誘

導・形成 

取
組
の
骨
子 

都心強化に資する機能・空間の高次化 

成熟都市札幌のショーケースとなる都市空間の強化 

骨格軸・交流拠点を中心とした象徴的な都市空間の形成 

●札幌の経済力の底上げに主眼を置き、札幌駅以南・創成川以西においては居住

機能ではなく、業務機能の高次化を集中的に展開 

●道路・地下通路等の公共空間と民間施設をつなぐ空間の創出と連鎖・連続性の

向上により、多様な活動が展開される、札幌らしい街なかの公的な空間を強化 

●ナレッジキャピタルやフューチャーセンターに代表されるような、人・情報・

技術が交流・結節する機会を生む機能（たまり場となる空間）を導入し、札幌

都心のインキュベーション機能を実現 

●ユニバーサルデザインに配慮した移動空間、滞留空間を官民の連携を通じて創

出し、市民、来街者が安全・安心に過ごせる成熟社会に対応した空間を形成 

●建物低層部におけるインキュベーション機能、にぎわい創出に資する商業機能

等、都市観光と市民生活の両面から魅力的で活力の溢れる街並み形成を推進 

●４つの骨格軸におけるそれぞれの特性を活かした沿道と一体となった象徴的な

空間形成の推進 

●二つの交流拠点における札幌の顔となる都市空間の形成 

※インキュベーション；本来は卵などがふ化するという意味。 
ここでは、起業家の育成やビジネスを支援する施設 
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4.２ 都心商業エリア 

  現
状
と
課
題 

・札幌駅周辺や郊外の大型商業施設進出、インターネット販売等購買行動の変化

に伴う競争の激化  

・建物の老朽化に伴う安全性の低下、維持管理費の増大  

・チェーン店の増加による没個性化の進行 

展
開
指
針 
取
組
の
骨
子 

ストリートの個性化と遺産の活用 

移動環境の向上と公共・共用空間の充実  

街のデザインとおもてなしの充実  

◎ストリートの個性化や中心商業地として

の歴史・伝統の活用による魅力の創出  

◎安全安心・快適な移動環境の実現と公共・

共用空間の充実  

◎来街者・観光客を惹きつけるデザインとお

もてなしの充実 

路面の魅力の再生と中

心商業地としての歴

史・伝統の活用による活

性化 

●インターネット通販や、他地域店舗にはない魅力で来街者やテナントを惹きつ

ける、特徴的な店舗構成と街並みをストリート毎に創造  

●エリアに新たな刺激と魅力を生み出す、集客・収益の新しい核となる旗艦店（フ

ラッグシップ）の実現  

●蓄積する有形（商店街の街並み等）や無形（顧客や地域の繋がり等）の遺産を

活用した、新・旧が混在した魅力づくり 

●街のルール策定や具体的取組による、安全安心に街を歩ける環境の整備  

●自転車のルール・マナーの浸透や荷さばき対策の推進とともに、路面電車など

公共交通をいかした快適に移動できる街の実現  

●来街者に対して豊かな時間を提供する、公共・共用の空間（街のリビング）の

充実 

●街への愛着と誇りを生み出す街並み・サイン・植栽などのデザインの創造  

●エリアの魅力を掘り起し、磨き、発信する、攻めのプロモーションの推進と、 

外国人や子連れ世帯等への心のこもったおもてなしの提供  
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えええ 

大通公園 

  

 

エリアの一等地

で世界を魅了し、

街の将来をかけ

る 

『Ｔゾーン』から

人の流れを引き

込み、エリアの回

遊性を高める 

界わい性のある

歩行者空間で、

人々を街区の奥

まで誘い込む 

エリアの顔 

『Ｔゾーン』 

個性で挑む 

『ストリート』 

街の奥へと誘う 

『パス』 

大通公園 

大通交流拠点地下広場 
大通公園のにぎわいを引込む 

創
成
川
公
園 

狸二条広場 

路
面
電
車
沿
線
地
区 

創
成
東
地
区 

（
居
住
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
） 

（道路空間の活用による 

恒常的な魅力創出) 

※  南北方向の「パス」については、概念上の繋がりを示す 

ものであり、実際の位置を特定するものではありません。 

エリアの顔にふさわしいテナ

ントマネジメント、景観づく

り 

エリアの集客の要となるフラ

ッグシップの実現 

エリアの玄関口として誰もが

アクセスしやすい歩行者環境

の創出 

路面電車ループ化と合わせ

た、多様な活動を享受するパ

ブリックスペースの創出 

特徴をもったテナント集積や公共空

間の利活用により、テーマ性、個性の

あるストリートを構成（狸小路、二番

街、三番街、、シャワー通） 

力点１ 力点２ 力点３ 

安全で快適に回遊できる環境づくり 

リノベーション等も積極的に行い、個

性的で発信力のあるテナントを集積 

 創業チャレンジの場   創業チャレンジの場 

地
下
駐
輪
場
（H

3
1

年
度
） 

パスの整備に伴

う路面店の増加 

ストリートの人の流れをエリア全体

の回遊へと繋げる、特に南北方向のパ

スを整備・魅力化 

駅前通 

路面電車ループ化 

老舗の魅力を活かした個性的なストリート/安全・安心な歩行者環境 

●地域と共に進める空間づくりの力点 
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図 都心商業エリアにおける取組の他エリアへの波及 
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4.３ すすきのエリア 

 

 

  

現
状
と
課
題 

・長引く景気の低迷により飲食店が減尐  

・第 9 次都市再生プロジェクトのモデル地区への指定  

・「（通称）ススキノ条例」の施行などを受けた、地元団体、関係行政機関などで構

成される「クリーン薄野活性化連絡協議会（Ｈ17）」の設置 

・鴨々川ノスタルジア等、地区の関係主体から生まれたまちづくり活動の展開 

・札幌開拓のレガシーであり、市民の憩い・交流の場である中島公園に隣接 

展
開
指
針 

取
組
の
骨
子 

すすきのエリアの方向性検討  

安心感と魅力の向上  

資源活用と周辺との連携・連鎖 

◎安全安心な歓楽街づくりの促進  

◎周辺資源とのつながりを感じる回遊ネッ

トワークの充実  

◎中島公園をはじめとした近隣観光施設と

の連携強化 

観光交流・市民生活を充実

させる歓楽街づくりと中

島公園をはじめとする周

辺資源との連携 

●既存組織を中心としたエリア全体の方向性の検討  

●まちづくり推進のための組織づくりとアクションプランの検討 

●公共空間の安全対策や環境浄化活動による安全で安心なまちづくりの推進  

●夜間観光の魅力を高めるための魅力的な空間についての検討  

●鴨々川や寺院をはじめとする歴史的建物等、エリア内の個性的な空間形成を支

える資源のまちづくりへの活用 

●近隣の中島公園との連続性の向上や、観光交流や市民交流を支える資源の活用

と機能強化の検討 

●Kitara 等、近隣の文化資源とのつながりを高め、施設利用者の地区への流入を

促進  

●札幌駅や大通公園西周辺エリアと連携した、札幌ならではのアフターMICE 環境

の強化 

※「（通称）ススキノ条例」；札幌市公衆に著しく迷惑をかける風俗営業等に係る勧誘行為等の防止に関する条例 

※第９次都市再生プロジェクト；資料２参照 
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図 すすきのエリアにおける取組と他エリアとの連携 
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4.４ 創成東地区（創成イースト北エリア、創成イースト南エリア） 

  
現
状
と
課
題 

・人口流入の急増と建物の老朽化に伴う空き地や、無秩序な開発進展の恐れ 

・狸二条広場におけるにぎわい創出の取組み 

・５００ｍ美術館の常設化 

・隣接する苗穂駅の移転に伴う新たなまちづくりの進展 

・中央体育館の老朽化に伴う移転建替え 

・様々な動きを束ね、地域の活力を高めるマネジメントの仕組みづくりの必要性 

展
開
指
針 

取
組
の
骨
子 

連鎖・連携の創造・波及  

◎都心の利便性を享受しながら、人間性豊かな

生活を実現する「創成東アーバンビレッジ」

の実現 

◎職住遊近接のまちを実現する暮らしの場と、

起業等により地区の新たな活力を創造する

取組の促進 

◎国内外の来街者が地区の魅力を体感できる

おもてなしの充実したまちづくりの展開  

◎エリアマネジメント活動を通じた歴史資源、

産業史資源等の付加価値の向上と活用促進  

◎隣接する苗穂地区のまちづくりとの連携 

人を中心としたコン

パクトシティの実現

を支える複合型市街

地の形成と観光・歴史

資源を活かしたエリ

アマネジメントの展

開 

●民間再開発、既存施設、交通拠点等との連携により地区を縦断する歩行

者ネットワークの形成を図るなど、都心居住の受け皿となる創成東地区

における通年の安全安心な回遊環境を実現 

●民間開発を通じたエネルギーネットワークの形成を推進し、環境共生型

の複合市街地の形成を実現 

●老朽化した中央体育館の移転建替えに伴い生じる跡地を中心に、小学校

等の周辺の既存施設、まちづくり動向との連携を視野に入れた有効利用

の検討 

●起業意欲に応えるリノベーションまちづくりの推進 

●既存の観光資源を中心に、国内外からの来街者を受け入れるおもてなし

のあるまちづくりの推進 

創
成
イ
ー
ス
ト
北
エ
リ
ア 
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取
組
の
骨
子 

資源活用を視点としたマネジメントの推進  

ストック活用の促進  

●二条市場、酒蔵工場等、創成東の重要な歴史資源との連携、地域住民と

の連携を図り、ものづくりの文化・暮らしの豊かさを実感できる活動を

展開するなど、地区にある資源を最大限活用したエリアマネジメント活

動を推進  

●既存の観光資源を中心に、国内外からの来街者を受け入れるおもてなし

のあるまちづくりの推進 

●500ｍ美術館・狸二条広場などの公共的空間や神社などをまちづくりに

おける活動空間・交流の場として活用し、地区のにぎわい・活力を創造 

●リノベーション等による老朽ストックの暫定活用等、地区の既存の街並

みを活かしつつ、創成東地区ならではの新たなチャレンジ・場づくりを

推進  

創
成
イ
ー
ス
ト
南
エ
リ
ア 
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図 創成イースト北、南エリアにおける取組 



Ⅳ 持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 

 

 

－49－ 

4.５ 大通公園西周辺エリア 

  
現
状
と
課
題 

・ホテル、ホール等のイベントスペースの集積 とＭＩＣＥ開催の実績 

・さっぽろ芸術文化の館、教育文化会館、近代美術館をはじめとした文化・芸術機

能の集積  

・病院、医大をはじめとする北の医療を支える機能の集積 

・大規模ホールの老朽化に伴う更新等の必要性  

展
開
指
針 

取
組
の
骨
子 

交流機能強化  

他のターゲットエリアとのネットワーク強化  

◎大規模会議施設やホテル等、当地区に集積

する施設を活かした集客交流機能の向上 

◎文化芸術・歴史資源の都市観光等への活用 

 

地区に集積するホー

ル・ホテル等の施設を活

かした集客交流機能の

向上 

●大規模会議施設やホテル等の集積を活かした札幌都心ＭＩＣＥとの連携  

●大通やすすきのエリアとの連携や美術館や資料館といった文化資産などを活用

した、札幌ならではの歩きながら楽しめるアフターＭＩＣＥ環境の強化 

●植物園や大通公園、知事公館などの拠点間を潤いのある街路空間で繋ぐことで、

歩いて廻れるネットワークを強化 

●民有敷地内にもポケットパークなどを整備し、ゆとりと潤いのある環境整備 

●骨格軸の高質化を通じて、共に都市観光促進・MICE 展開を支える、都心強化先

導エリア、すすきのエリアをはじめとする他のターゲットエリアとの連携を高

め、一体的に世界を惹きつける都心の魅力づくりを推進 

 
※ポケットパーク；街の一角などに設けられる小公園 
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図 大通公園西周辺エリアと他エリアとの連携 
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５ 都心全域を視野に入れた空間形成指針 
 

 

骨格軸や展開軸、交流拠点、ターゲットエリアからなる都心の市街地形成に係る骨格構造

に加え、都心全域においてきめ細やかな空間形成を図ることにより、奥行きのある都心の空

間が生まれます。さらに、こうした空間の連鎖によって市民や来街者等、多様な人々の活動

の選択性と魅力が生まれ、都心の価値を高める上では重要となります。その具体的な展開に

際しては、以下の３つの観点から空間形成の方向性を定めることとします。  

 

 

 

主に、回遊の基軸となる骨格軸の結節点は、市民、来街者が都心における多様なアク

ティビティに触れ、都心のにぎわい・活力を体感できる豊かな空間を備えるべき場とし

て重視し、これらを「拠点的な交流空間」として位置付けます。  

また、大通公園を始めとする象徴的なみどりの空間や、交流拠点における象徴性のあ

るパブリックスペースは、「骨格的な交流空間」としての役割を併せ持ち、骨格軸や拠点

的な交流空間を介して連鎖・ネットワークし、新たな回遊、交流を創出・強化すること

を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流空間の創出 視点① 
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積雪地札幌の四季を通じた市民や来街者の安全・快適な回遊を支える都心の重要な資産

である地下空間ネットワークを活かし、沿道の民間ビルの建替え更新等を通じた接続によ

り、地上部の回遊空間の充実を図りながら空間の選択性を高めます。これにより、都心に

おける公共施設、民間施設の連鎖による重層的かつ多様な地上地下のネットワークを強

化・拡充します。  

さらに前述の交流空間の形成と併せて回遊の結節点における四季を問わない滞留・交流

の場づくりを図りながら、重層的ネットワークとの連携性を高め、質の高い、札幌らしい

公共空間の創出を図ります。 

 

 

 

 

  

地上・地下の重層的ネットワークの形成 視点② 
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建物内の貫通通路や建物と建物の間の通路など多様な歩行者動線を配置・活用して、パ

ブリックスペースのきめ細かなネットワーク形成により、表通りだけだは無い奥行きのあ

る都市空間の形成を促進します。その際、公共的機能を持つ施設や広場的空間への行きや

すさの確保を重視します。 

こうした取組により、表通りとしての骨格軸における象徴的な回遊動線とは異なる、界

わい性を備え、まち歩きを通じた新たな都心の魅力を発見できる空間形成を図ります。 

 

 

 

界わい性と奥行きのある公共的空間の連鎖 視点③ 


